
(１)　平成16年(2004年)９月 平成16年(2004年)９月 (４)

料金受取人払

郵 便 は が き

差出有効期間
平成16年11月
30日まで

峰山局承認

66

６ ２ ７ ８７９０

京都府丹後広域振興局

京丹後市峰山町丹波855

企画総務部企画振興室切手不要

★「丹後活動プラン」に対するあなたの御意見を
　お聴かせください。

★下記の欄を記入してポストへ
こ
の
は
が
き
の
作
り
方

（〒      -        ）
住所

氏名 年齢（ 男・女 ）

電話

〈
キ
リ
ト
ル
〉

〈
ヤ
マ
オ
リ
〉

　「丹後活動プラン」に対する
御意見をいただいた方の中から、
抽選で５名様に「愛菜ＢＯＸ」
野菜果物とりどり詰め合わせを
プレゼントします。締め切りは
９月３０日(木)(消印有効)です。

　「愛菜館」は丹後あじわいの
郷のメーンゲート前にある農産
物販売所で、丹後産野菜や果物、
農産加工品を直売しています。
丹後の旬を「愛菜ＢＯＸ」でご
自宅にもお届けします。

 問　ＪＡ京都丹後　愛菜館
 ０７７２‐６５‐２２３３

〔予約制、無料〕

＜講演＞「ＤＶへの理解と支え手として」〔予約制、無料〕

＜カウンセリング＞(面接及び電話相談)〔予約制、無料〕

講演、カウンセリング

公共工事も
環境に配慮した
工法で

「ＫＹＯのあけぼの大学」地域講座

京都府

か

らの

ＤＶ被害者の支援のための
　講演会＆カウンセリング

京都府丹後広域振興局

活動フランニュース 企画展
芦田栄子絵絣コレクションの
すべて

今
日
か
ら
明
日
に
続
く
丹
後
を
考
え
て
い
く
と
き
、

こ
れ
ま
で
に
失
っ
た
も
の
を
数
え
、

他
地
域
と
比
較
す
る
よ
り
も
、

ま
ず
、
現
在
持
っ
て
い
る
も
の
を

未
来
に
向
け
て
最
大
限
生
か
し
て
い
く
こ
と
が
、

必
要
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

丹
後
で
は
、
機
業
、
機
械
金
属
工
業
、
農
林
水
産
業
、

観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
活
動
が
組
み
合
わ
さ
れ
、

生
活
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
に
は
、
蓄
積
さ
れ
た
技
術
と
と
も
に
、

新
た
に
開
発
さ
れ
工
夫
さ
れ
た

分
野
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
、
変
化
に
富
み
、

人
々
を
魅
了
し
て
や
ま
な
い
海
と
山
と
集
落
、

こ
れ
ら
が
一
体
と
な
っ
て
構
成
す
る
景
観
、

季
節
の
移
り
変
わ
り
、

随
所
に
息
づ
く
歴
史
と
文
化
、
温
泉
…
…
。

丹
後
の
持
っ
て
い
る
も
の
を
伸
ば
し
、
広
げ
、

新
た
な
視
点
を
加
え
る
。

こ
れ
を
通
し
て
、

「
持
て
る
も
の
を
誰
も
が
生
か
せ
る
」

「
丹
後
は
今
日
も
活
動
し
て
い
る
」

と
い
う
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

著作制作：ポリテクカレッジ京都
協　　力：京都府地域と人をむすぶＩＴコミュニケーションプラザ
著作制作：ポリテクカレッジ京都
協　　力：京都府地域と人をむすぶＩＴコミュニケーションプラザ

丹
後
活
動
プ
ラ
ン
の
推
進
に
向
け
て

え がすり



(２)

第１回
集中ディスカッション

テーマ　観光・レクリエーション
開催日　７月21日（水）
会　場　ホテル北野屋（宮津市文珠）

　地域団体等約100名が参加して、丹後の観
光について熱心な議論が展開されました。
　ディスカッションでは、戦略的な視点での
観光資源のネットワーク化、観光地としての
統一したイメージづくりや「ここに暮らして良かった」と実感できる地域づ
くりの必要性など、現状と課題について意見を交換。
　これらを踏まえ、「観光をメーンにした看板の統一」「海の駅の創設」「イ
ンターナショナルコンサートの開催」など多くのアイデアが出されました。

第2回
集中ディスカッション

テーマ　農林水産業
開催日　８月６日（金）
会　場　国民年金健康センター丹後おおみや（京丹後市大宮町）

　２回目のディスカッションは約120名が参加して開催されました。
　メンバーは、農家と旅館・民宿等の異業種連携を通しての循環
型農林水産業による観光振興、丹後のブランド戦略、新規就農者
が育ちやすい仕組みづくりの必要性などを課題として提起。その
一方で、野菜や魚介類の収穫情報を集約・発信する「丹後王国の
司令塔」の設置､｢おじいちゃんが孫のために作ったお米」の一言
で農作物の安心・安全、おいしさ等作り手の気持ちすべてを表現
するキャッチコピーなど、さまざまな工夫が紹介されました。
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